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1月13日に行われた成人式。今年度20歳になられた皆さ
ん、おめでとうございます。編集子が成人となったのはもう十
数年前。時間が過ぎるのはあっという間です。あの頃「これか
ら何がしたい」「こういう大人になりたい」と考えていたことも
あったかもしれませんが、日々の仕事に追われてすっかり過
去の思いになってしまいました。晴れ着に身を包んだ新成人
を見て、忘れかけた記憶を思い返した１日でした。（Ｔ）

【おわびと訂正】広報京丹波第87号の8ページ、質美小学校
の閉校時期「平成22年3月」は「平成23年3月」、15ページの
公平委員会委員の任期「3年」は「4年」の誤りでしたので訂
正いたします。また、同紙において「本年」「昨年」などの表
現に、一部誤りがありました。お詫びいたします。

編
集
後
記

京丹波町のシンボル

【町の木】
イチョウ

【町の花】
つつじ

【町の鳥】
うぐいす
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京丹波のまちのニュースをお届けします

人
の
一
歩
を
踏
み
出
す

大■
成
人
式

今
年
度
二
十
歳
と
な
っ
た
新
成
人
百

八
十
九
人
を
祝
う
京
丹
波
町
成
人
式

が
一
月
十
三
日
、和
知
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

色
鮮
や
か
な
振
り
袖
な
ど
に
身
を

包
ん
で
会
場
に
集
っ
た
新
成
人
ら
は
、

久
し
ぶ
り
に
出
会
う
人
を
見
つ
け
て
は
、

満
面
の
笑
み
を
浮
か
べ
て
再
会
を
喜
び
、

記
念
写
真
を
撮
影
す
る
な
ど
し
て
い
ま

し
た
。

式
で
は
、新
成
人
を
代
表
し
て 

い
で 出

　   

の 野
自

 

た 太
自  

い
ち 一

自

自  

ろ
う 郎
さ
ん
が「
選
挙
権
、飲
酒
、喫
煙

な
ど
の
権
利
が
与
え
ら
れ
る
と
と
も
に
、

一
人
前
の
大
人
と
し
て
、自
分
の
行
動

に
責
任
を
持
つ
こ
と
も
求
め
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。自
分
を
見
失
わ
ず
に

若
者
ら
し
く
一
日
一
日
を
大
切
に
し

な
が
ら
社
会
に
貢
献
で
き
る
よ
う
努
力

し
て
い
き
ま
す
」と
誓
い
の
言
葉
を
述
べ

ま
し
た
。

ま
た
、記
念
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、

同
じ
く
二
十
歳
を
迎
え
た 

ば
ん 伴

　   

だ 田
　

り
ゅ
う龍

　  

の 之
　  

す
け 介

さ
ん（
大
朴
）も
加
わ
る
瑞
穂
鼓
太
鼓

の
演
奏
が
行
わ
れ
、会
場
内
の
新
成
人

の
心
に
太
鼓
の
音
色
を
響
か
せ
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、会
場
内
で
は
選
挙
へ
の
関

心
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
、町
選
挙
管

理
委
員
会（
大
西
新
一
委
員
長
）と
町

明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会（ 

た
か 髙

　  

は
し 橋

自  

よ
し 由

自  

ま
さ政

会
長
）が
、京
丹
波
町
の
四
季
を
候
補
者

に
見
立
て
た
模
擬
選
挙
を
開
催
。選
挙
を

初
め
て
体
験
す
る
人
も
あ
り
、戸
惑
い
な

が
ら
投
票
し
て
い
ま
し
た
。

力強い太鼓を響かす伴田さん（左）

久しぶりに会った同級生と学校ごとに記念撮影

新成人が色とりどりの晴れ着で出席

模擬投票で一票を投じる新成人
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心
を
新
た
に

二
十
歳
の
誓
い

「
成
人
式
」

お
お 

に
し  

し
ん 

い
ち
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 2 日頃の健康管理で楽しい毎日を
  健診結果から見る
  京丹波町の健康状況 
 6 地域で見守る子育て支援
　  ファミリー・サポート・センター

 8 Dr’s Message いきいき健康術
 9 行政Ⅰnformation
  ●ホームページ有料広告を募集します

10  　KYOTAMBA TOWN NEWS 2013 
地域防災へ心ひとつに
―消防出初式
共に支えあう社会に
―きらりフォーラム
商工業振興に尽力
―京都府産業功労者表彰
大人への一歩を踏み出す
―成人式

町内で新たに成人となった189人を祝う成人式。参加者らは、緊
張した表情で大人の門出の場に臨みました。（関連記事を12ペ
ージに掲載）

今月の表紙
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0 20 40 60 80 100％

日
頃
の
健
康
管
理
で
楽
し
い
毎
日
を

健康診査の年代別判定結果（表2）

0 20 40 60 80 100％

全体

75歳以上

40～74歳

20～39歳

異常なし　 要指導　 観察中　 要医療　 治療中
4.3% 0.3%

25.7% 41.4% 28.3%

0.7%        0.2%

16.4% 45.3% 37.4%

3.0% 0.3%

27.2% 42.2% 27.3%

異常なし　 要指導　 観察中　 要医療　 治療中

0.4% 0.4%

25.0% 51.7% 22.5%

健
診
結
果
か
ら
見
る

京
丹
波
町
の
健
康
状
況

多
く
の
方
が

健
康
診
査
を
受
診

平
成
十
八
年
の
医
療
制
度
改
革
に
よ
り
、

平
成
二
十
年
四
月
か
ら
医
療
保
険
の
保
険
者

に
は
健
診
の
実
施
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し

た
。京
丹
波
町
で
は
、四
十
歳
か
ら
七
十
四
歳

の
国
保
加
入
者
に
は
特
定
健
診
と
し
て
、七

十
五
歳
以
上
の
方
は
後
期
高
齢
者
健
診
、二

十
歳
〜
三
十
九
歳
の
方
は
基
本
健
診
と
し
て

健
診
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
も
特
定
健
診
は
、国
が
重
要
施

策
と
し
て
位
置
づ
け
、受
診
率
の
目
標
値
を

平
成
二
十
四
年
度
ま
で
に
六
五
％
と
定
め
る

な
ど
、疾
病
予
防
に
重
点
を
置
い
て
い
ま
す
。

本
町
に
お
い
て
も
そ
の
目
標
に
向
け
て
健
診

を
実
施
し
て
お
り
、平
成
二
十
二
年
度
は
四

九
・
〇
％（
京
都
府
下
一
位
）、 

平
成
二
十
三

年
度
は
四
八
・
二
％(

京
都
府
下
二
位
）と
高

い
受
診
率
を
保
っ
て
い
ま
す
。

平
成
二
十
四
年
度
の
受
診
者
数
を
昨
年
と

比
較
す
る
と
、三
十
九
歳
ま
で
で
は
七
人
減

少
し
て
い
ま
す
が
、七
十
五
歳
以
上
で
は
八

人
増
加
、四
十
歳
〜
七
十
四
歳
ま
で
は
百
三

十
七
人
増
加
し
て
い
ま
す
の
で
、全
体
で
は

昨
年
度
よ
り
百
三
十
八
人
の
増
加
と
な
り
ま

し
た
。特
定
健
診
を
対
象
と
し
た
追
加
健
診

を
行
う
な
ど
の
未
受
診
者
対
策
の
実
施
に
よ

る
増
加
と
思
わ
れ
ま
す
。（「
表
１
」参
照
）

日
頃
の
健
康
管
理
が

重
要

平
成
二
十
二
年
度
か
ら
血
圧
や
糖
尿
病
の

判
定
基
準
が
厳
し
く
な
っ
て
い
る
こ
と
に
よ

り
、「
異
常
な
し
」と
判
定
さ
れ
る
割
合
が
減

少
し
、「
要
指
導
」な
ど
と
判
定
さ
れ
る
割
合

が
増
加
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
の
健
診
結
果
の
判
定
は
、昨
年
度

と
大
き
な
変
化
は
な
く「
異
常
な
し
」と
判
定

さ
れ
る
割
合
が
全
体
の
四
・
三
％
で
あ
り
、二

十
歳
〜
三
十
九
歳
の
若
い
世
代
で
も
二
十

五
％
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。健
診
受
診
者
の

大
半
は
、い
ず
れ
か
の
検
査
で
異
常
を
指
摘

さ
れ
て
お
り
、健
康
的
な
生
活
を
送
る
た
め

に
、日
常
か
ら
健
康
管
理
に
努
め
る
必
要
が

あ
る
こ
と
が
大
切
と
い
え
ま
す
。

健
診
結
果
か
ら
わ
か
る

疾
病
状
況

健
診
で
判
定
さ
れ
る
疾
病
で
多
い
も
の
は

「
高
血
圧
症
」「
高
脂
血
症
」「
糖
尿
病
」の
三
つ

で
す
。（「
表
３
」参
照
）

健診結果から見る3病態判定の比較（表3）

糖尿病

高血圧症

高脂血症

1.2%

1.1%

35.0% 23.6% 34.1%

31.1% 34.9% 22.1% 10.8%

40.8% 46.9%

1.8% 7.1%3.4%

6.1%

京
丹
波
町
で
は
、町
民
の
皆
さ
ん
が
健
康
で
い
き
い

き
と
毎
日
を
過
ご
せ
る
よ
う
に
、特
定
健
診
や
基
本
健

診
、各
種
が
ん
検
診
を
実
施
し
、健
康
相
談
に
お
い
て

健（
検
）診
結
果
を
活
用
し
た
疾
病
予
防
お
よ
び
早
期

発
見
に
努
め
て
い
ま
す
。

今
回
、平
成
二
十
四
年
度
の
受
診
結
果
や
疾
病
状
況

な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、今
後
の
健
康
管
理
に

役
立
て
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、平
成
二
十
五
年
度
の

健（
検
）診
や
健
康
相
談
、予
防
事
業
へ
の
積
極
的
な
参

加
に
つ
な
げ
て
く
だ
さ
い
。

健康診査の受診者数（表１）

男 女 計 男 女 計

86 198 284 77 214 291 △ 7

705 917 1,622 641 844 1,485 137

455 601 1,056 452 596 1,048 8

1,246 1,716 2,962 1,170 1,654 2,824 138

基本健診
（20～39歳）

全体
増減

※平成24年12月末現在の数値

特定健診
（40～74歳）

合計

75歳以上
（後期高齢者健診）

24年度 23年度

（単位：人）



05　KYOTAMBA　No.88 04

0

10

20

30

40

50

60%

がん検診などの受診状況（表5）

健診結果返しの状況（表6）

糖尿病 高脂血症 高血圧症

20～39歳　　40～74歳　　75歳以上

24年度 23年度 増　減 24年度 23年度 24年度 23年度

1,393 1,347 46 235 260 16.9% 19.3%

2,737 2,708 29 184 163 6.7% 6.0%

3,152 3,005 147 69 70 2.2% 2.3%

1,505 1,574 △69 21 18 1.4% 1.1%

1,738 1,695 43 68 60 3.9% 3.5%

検 診 車 1,279 1,324 △ 45 16 16 1.3% 1.2%

医療機関 226 250 △ 24 5 2 2.2% 0.8%

視　触　診 1,064 1,084 △ 20 37 31 3.5% 2.9%

マンモグラフィー 674 611 63 31 29 4.6% 4.7%

1,059 1,015 44 73 69 6.9% 6.8%

98 95 3 0 1 0.0% 1.1%

253 255 △ 2 222 193 87.7% 75.7%

肝炎ウイルス検診

が

ん

検

診 乳がん検診

胃がん検診

大腸がん検診

肺がん検診

子宮がん検診

※平成24年12月末現在の数値。ただし、子宮がん検診(医療機関）と成人歯科健診は平成25年1月9日までの
　報告結果に基づく数値。

（単位：人、％）

要精検者数 要精検割合

前立腺がん検診

そ
の
他 成人歯科健診

受診者数

増　減

24年度 23年度 増減

― ― ―

参加者数 2,642 2,574 68

会 場 数 98（夜間5回含む） 94（夜間2回含む） 4

359 358 1

935 907 28

377 297 80

4,313 4,136 177
※「計」には、健診結果報告会の会場数は含みません。

（単位：人）

健診結果報告会

保健センター来所

訪問、家族手渡し

そ　の　他

計

保健師から転倒予防に関する話を聞く住民（鎌倉生活改善センター）

要指導と判定される年齢別割合（表4）

21.9%

47.4%
52.7%

42.8%

36.8%

30.0%

9.5%

26.4%

22.9%

平成25年度の
健診申し込みが
始まります

　

平
成
二
十
五
年
度
の
健
診
の
申
し

込
み
が
二
月
下
旬
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

国
は
平
成
二
十
五
年
度
か
ら
新
た

に
受
診
目
標
を
七
〇
％
と
し
、多
く

の
方
の
受
診
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

本
町
で
は
、受
診
率
の
さ
ら
な
る

向
上
の
た
め
、日
曜
健
診
の
実
施
、個

別
健
診
の
導
入
に
向
け
て
準
備
を
進

め
て
い
ま
す
。ま
た
、健
診
の
充
実
を

目
指
し
た
取
り
組
み
と
し
て
、市
町

村
の
判
断
に
よ
る
任
意
項
目
と
な
っ

て
い
る
貧
血
検
査
、尿
酸
値
検
査
を

継
続
し
て
実
施
し
、平
成
二
十
五
年

度
か
ら
は
、新
た
に
腎
臓
の
機
能
を

み
る
ク
レ
ア
チ
ニ
ン
検
査
も
導
入
予

定
で
す
。

全
て
の
健
診
を
無
料
で
受
け
て
い

た
だ
け
ま
す
の
で
、ご
自
分
の
健
康
管

理
に
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

今
年
度
の
健
診
で
は
、健
診
受
診
者
の
約

三
四
％
が「
高
血
圧
症
」の
治
療
中
と
い
う

結
果
が
出
て
お
り
、こ
の
方
々
を
含
む
六

〇
％
以
上
の
方
が
、「
要
指
導
」や「
要
医
療
」

な
ど
の
注
意
を
払
う
必
要
が
あ
る
と
い
う
状

況
で
す
。

ま
た
、高
脂
血
症
に
つ
い
て
も
、「
要
医
療
」

「
治
療
中
」と
医
療
的
な
対
策
が
必
要
と
判
定

さ
れ
る
割
合
が
全
体
の
三
二
・
九
％
と
高
く
、

「
要
指
導
」「
観
察
中
」の
方
を
含
め
る
と
、高

血
圧
症
と
同
じ
く
六
〇
％
以
上
の
受
診
者
で

注
意
が
必
要
な
疾
病
で
す
。

一
方
、糖
尿
病
は
、治
療
し
て
い
る
割
合

は
少
な
い
も
の
の
、「
要
指
導
」と
判
定
さ
れ

る
割
合
が
四
五
％
以
上
と
高
い
の
が
特
徴

で
す
。

三
疾
病
の
年
代
別
で「
要
指
導
」と
判
定
さ

れ
た
割
合
は
、「
高
血
圧
症
」や「
糖
尿
病
」が

比
較
的
高
年
齢
の
世
代
で
多
い
の
に
対
し
、

「
高
脂
血
症
」は
二
十
歳
〜
三
十
九
歳
の
若
い

世
代
が
最
も
多
く
な
っ
て
い
る
点
が
特
徴
的

と
い
え
ま
す
。（「
表
４
」参
照
）

そ
れ
ぞ
れ
疾
病
の
特
徴
は
あ
り
ま
す
が
、

健
診
で
異
常
を
指
摘
さ
れ
た
方
は
、服
薬
管

理
や
環
境
整
備
を
含
め
、運
動
や
食
事
・
睡
眠

を
中
心
と
し
た
生
活
改
善
、タ
バ
コ
や
飲
酒

な
ど
の
生
活
習
慣
の
見
直
し
な
ど
、年
代
ご

と
に
取
り
組
み
や
す
い
生
活
改
善
か
ら
始
め

て
み
ま
し
ょ
う
。

が
ん
検
診
の

積
極
的
な
受
診
を

　

日
本
人
の
お
よ
そ
二
人
に
一
人
が「
が
ん
」

に
な
る
と
い
わ
れ
る
現
代
。が
ん
か
ら
命
を
守

る
た
め
に
は
、早
期
発
見
・
早
期
治
療
が
非
常

に
重
要
で
す
。国
や
京
都
府
は「
が
ん
検
診
の

受
診
率
の
目
標
を
五
〇
％
」と
し
、特
に
若
年

層
の
が
ん
検
診
対
策
を
重
点
課
題
に
位
置
づ

け
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
、本
町
の
が
ん
検
診
受
診

者
数
は
、大
腸
が
ん
検
診
と
肺
が
ん
検
診
が

目
標
と
す
る
五
〇
％
に
近
い
受
診
率
と
な
っ

て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
増
加
傾
向
に
あ
り
ま

す
が
、胃
が
ん
検
診
、乳
が
ん
検
診
、子
宮
が

ん
検
診
で
は
、二
〇
％
〜
三
〇
％
台
の
受
診

率
を
推
移
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
二
十
一
年
度
か
ら「
女
性
特
有
の
が

ん
検
診
の
推
進（
乳
が
ん
、子
宮
が
ん
）」、平

成
二
十
三
年
度
か
ら「
働
く
世
代
の
大
腸
が

ん
検
診
」が
開
始
さ
れ
、二
十
歳
か
ら
六
十
歳

ま
で
の
五
歳
ご
と
の
節
目
に
該
当
す
る
方
に

は
、検
診
手
帳
と
ク
ー
ポ
ン
券
を
送
付
し
積

極
的
な
受
診
勧
奨
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

初
期
の
が
ん
で
は
、症
状
を
自
覚
で
き
な
い

場
合
も
多
い
こ
と
か
ら
、健
康
だ
と
感
じ
て
い

て
も
定
期
的
な
検
査
が
大
事
で
す
。加
入
し
て

い
る
健
康
保
険
の
種
類
に
関
係
な
く
受
検
し

て
い
た
だ
け
ま
す
の
で
一
年
に
一
回
は
が
ん

検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。（「
表
５
」参
照
）

適
切
な
指
導
を
行
う

「
健
診
結
果
報
告
会
」

健
診
の
結
果
を
直
接
本
人
に
お
渡
し
し
、

そ
の
結
果
に
基
づ
い
た
適
切
な
指
導
を
行
う

た
め
に
、各
地
区
九
十
八
会
場（
う
ち
夜
間
五

回
）を
巡
回
す
る「
健
診
結
果
報
告
会
」を
実

施
し
ま
し
た
。

参
加
人
数
は
、平
成
二
十
三
年
度
を
六
十

八
人
上
回
っ
た
も
の
の
、受
診
者
全
体
に
占
め

る
割
合
は
減
少
し
ま
し
た
。

ま
た
、郵
送
を
含
む「
そ
の
他
」の
人
数
が

上
昇
し
ま
し
た
。こ
れ
は
、が
ん
検
診
の
み
の

受
診
者
に
郵
送
な
ど
で
結
果
を
受
け
取
る
傾

向
が
あ
っ
た
た
め
で
す
。

体
の
変
化
は
、数
年
分
の
健
診

結
果
を
比
較
す
る
こ
と
で
良
く
分

か
り
ま
す
。健
診
結
果
報
告
会
は
、

過
去
の
結
果
と
比
較
し
な
が
ら
、今
後
ど
う

対
処
し
た
ら
よ
い
か
一
緒
に
考
え
る
場
で
す
の

で
、健
康
で
い
き
い
き
と
し
た
生
活
を
送
る
た

め
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。（「
表
６
」参
照
）

健
康
相
談
を

開
催
中
で
す

京
丹
波
町
で
は
現
在
、町
内
各
地
区
を
巡

回
し
健
康
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

転
倒
や
認
知
症
の
予
防
に
関
す
る
話
や
、血

圧
測
定
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、ご
参
加

く
だ
さ
い
。

健康アドバイス

こころの健康と睡眠
高血圧症や糖尿病などの「生活習慣病」を予防し、元気でいき

いきとした生活を送るためには、日頃の生活習慣とともに、「ここ
ろ」の健康が大事です。
ストレスでこころが疲れたときは、ゆっくり休ませるために、次
のようなことに気をつけましょう。

睡眠のリズム
規則正しい体内リズムが、質の良い睡眠を作ります。朝には光

を浴び、夜は周囲を暗くすることで体内のホルモンが調整され
ます。光の刺激がなければ、体内のリズムが乱れてしまいますの
で、眠れないからといって、夜も照明をつけて起きていたり、昼間
に暗い部屋で寝ていたりするようでは、体内リズムが整わず、質
の良い睡眠を得ることはできません。

快適な眠りへのひと工夫
●ぬるめのお風呂にゆっくり入る
●軽いストレッチングで身体をほぐす
●本を読む
●リラックスできる音楽を聞く
●少量のアルコールや温かい飲み物を飲む
●枕を工夫する

眠りを妨げるもの
●カフェイン
●多量のアルコール
●たばこ
●遅い食事（寝る3時間前には終わりましょう）

こころの健康も早期発見・早期治療が大切です。
気になるときは保健福祉課へご相談ください。

こころの健康相談／毎月第2、第4木曜日（要予約）

【
問
】保
健
福
祉
課　

☎
８
６―
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８
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社
会
の
変
化
に
よ
り

必
要
と
さ
れ
た
サ
ー
ビ
ス

本
町
で
は
、祖
父
母
や
親
せ
き
、隣
近
所
の
人

た
ち
が
、何
ら
か
の
形
で
子
ど
も
た
ち
の
成
長
に

関
わ
り
、社
会
全
体
で
子
育
て
が
行
わ
れ
て
い
ま

し
た
。し
か
し
、近
年
は
少
子
高
齢
化
や
核
家
族

化
、女
性
の
社
会
進
出
な
ど
に
よ
り
、家
庭
を
支

え
る
地
域
住
民
の
関
係
が
希
薄
に
な
り
つ
つ
あ
る

と
と
も
に
、子
育
て
に
対
す
る
要
望
は
多
様
化
し

て
き
て
い
ま
す
。フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン

タ
ー
事
業
は
、平
成
二
十
三
年
九
月
か
ら
始
ま
っ

た
も
の
で
、こ
の
事
業
を
通
じ
て
地
域
の
人
々
と

の
関
わ
り
が
生
ま
れ
、よ
り
安
心
し
て
子
育
て
が

で
き
る
京
丹
波
町
を
目
指
す
も
の
で
す
。

事
業
実
施
に
つ
い
て
は
、本
町
が
平
成
二
十
二

年
三
月
に
策
定
し
た「
京
丹
波
町
次
世
代
育
成

支
援
行
動
計
画（
後
期
計
画
）」に
お
い
て
、平
成

二
十
六
年
度
ま
で
の
計
画
期
間
中
に
一
カ
所
を

設
置
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

多
様
な
目
的
で

利
用
で
き
ま
す

仕
事
な
ど
で
保
護
者
や
家
族
が
子
ど
も
を
保

育
で
き
な
い
と
き
、保
護
者（
お
ね
が
い
会
員
）

と
、事
前
に
講
習
を
受
け
た
登
録
会
員（
あ
ず
か

り
会
員
）と
の
間
で
、生
後
三
カ
月
か
ら
小
学
六

年
生
以
下
の
子
ど
も
を
対
象
に
、あ
ず
か
り
会
員

宅
な
ど
で
一
時
的
な
預
か
り
が
行
わ
れ
る
も
の
で

す（
主
な
活
用
例
は「
表
１
」参
照
）

実
際
に
預
か
り
が
始
ま
る
前
に
は
、セ
ン
タ
ー

の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
間
に
入
り
、事
前
打
ち
合
わ

せ（
マ
ッ
チ
ン
グ
）を
十
分
に
行
う
こ
と
で
会
員
相

互
が
安
心
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
な
仕
組
み
に

な
っ
て
い
ま
す
。（「
表
２
」参
照
）

現
在
、預
け
る
側
の「
お
ね
が
い
会
員
」に
十
七

人
、預
か
る
側
の「
あ
ず
か
り
会
員
」に
十
五
人
の

方
が
登
録
さ
れ
て
お
り
、「
お
ね
が
い
」「
あ
ず
か

り
」両
方
に
登
録
さ
れ
て
い
る
会
員
が
二
人
と

な
っ
て
い
ま
す
。

会
員
が
増
え
る
こ
と
で

よ
り
安
心
し
て
利
用
で
き
る
事
業
に

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
事
業
で

は
、会
員
同
士
の
日
程
な
ど
が
合
え
ば
、休
日
で

も
対
応
が
可
能
で
あ
る
な
ど
、今
ま
で
保
育
所
で

の
一
時
預
か
り
で
は
対
応
で
き
な
か
っ
た
場
合
で

も
対
応
が
可
能
と
な
り
ま
す
。し
か
し
、現
在
の

会
員
数
で
は
日
程
が
合
わ
な
い
場
合
に
対
応
で

き
な
い
な
ど
、課
題
も
見
ら
れ
ま
す
。よ
り
多
く

の
方
が
こ
の
事
業
に
関
わ
る
こ
と
で
、い
つ
で
も

安
心
し
て
利
用
で
き
る
事
業
と
な
る
こ
と
が
望

ま
れ
ま
す
。

運
営
は
社
会
福
祉
協
議
会

本
町
で
は
、フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン

タ
ー
の
運
営
を
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
委
託
す

る
こ
と
で
実
施
し
て
い
ま
す
。同
協
議
会
で
は
、ア

ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
職
員
を
設
置
し
、事
業
の
運

営
や
会
員
間
の
連
絡
調
整
、事
前
打
ち
合
わ
せ

や
ト
ラ
ブ
ル
へ
の
対
応
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

会
員
へ
登
録
い
た
だ
け
る
方
、一
度
詳
し
い
話

を
聞
い
て
み
た
い
方
は
、社
会
福
祉
協
議
会
へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

ファミリー・サポート ・センターファミリー・サポート ・センターファミリー・サポート ・センターファミリー・サポート ・センター
　子育て支援を目的に平成23年度から始まった「ファミ
リー・サポート・センター事業」。
　将来の京丹波町を担う子どもたちを、地域や社会全体
で育てるサービスをご紹介します。

●保育施設へ子どもを送り迎え
する

●保育施設の時間外や、学校の
放課後などに子どもを預かる

●保護者が買い物など外出の際、
子どもを預かる

●保護者の病気や冠婚葬祭など
の急用時に子どもを預かる

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
仕
事
内
容
は
？

―

利
用
さ
れ
る
会
員
さ
ん
同
士
の
マ
ッ
チ
ン
グ

な
ど
の
調
整
の
ほ
か
、フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー

ト
・
セ
ン
タ
ー
事
業
の
紹
介
を
行
う
広
報
活

動
、あ
ず
か
り
会
員
さ
ん
の
研
修
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。

マ
ッ
チ
ン
グ
で
気
を
つ
け
て
い
る
点
は
？

―

預
け
る
保
護
者
の
方
と
預
か
る
会
員
の
方

双
方
の
不
安
を
で
き
る
だ
け
減
ら
し
て
、安
心

し
て
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、お
子
さ

ん
の
好
き
な
も
の
、嫌
い
な
も
の
、ア
レ
ル
ギ

ー
な
ど
細
か
い
点
ま
で
情
報
を
共
有
で
き
る

よ
う
に
気
を
つ
け
て
い
ま
す
。実
際
に
、マ
ッ
チ

ン
グ
で
お
子
さ
ん
と
あ
ず
か
り
会
員
さ
ん
が

顔
を
合
わ
せ
ら
れ
た
時
に
、う
ま
く
打
ち
解
け

ら
れ
る
か
な
ど
は
特
に
気
に
し
て
確
認
し
て

い
ま
す
。

今
後
の
セ
ン
タ
ー
事
業
に
つ
い
て
の
考
え
は
？

―

知
ら
な
い
人
に
預
け
る
不
安
は
あ
る
と
思
い

ま
す
が
、会
員
の
方
同
士
の
交
流
会
な
ど
も
行

っ
て
、利
用
し
や
す
い
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。「
自
分
で
育
て
る
」と
い
う
思
い

で
一
生
懸
命
が
ん
ば
っ
て
し
ん
ど
い
思
い
を
さ

れ
て
い
る
お
母
さ
ん
の
気
持
ち
を
少
し
で
も
楽

に
し
て
あ
げ
ら
れ
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。ま

た
、活
動
が
広
が
る
こ
と
で
、子
育
て
支
援
の
輪

が
広
が
っ
て
い
け
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

地域で見守る子育て支援

会員になられたきっかけは？
―以前、保育所に勤めていたことがあり、子どものために
会社を休まなければならないお父さんお母さんの大変
さを目の当たりにしていました。自分の空き時間を使っ
て少しでも役に立てればと思い登録しました。
実際に活動されての感想は？
―活動する前のマッチングでは、保護者の方と子ども、ア
ドバイザーさんを交えて、事前にいろいろな情報のやり
とりを行いました。苦手なものも事前に分かり、問題なく
活動に入れました。実際に預かったときは、朝来たとき
から機嫌良く、持ってきた弁当も食べて楽しく過ごせま
した。
今後の活動に向けて一言
―活動については、アドバイザーさんが間に入られて、
問題なく預かることができました。大事なお子さんを預
かるので、非常に責任は重いと思いますし、しっかり気
をつけて安全に過ごせるようにしたいと思っています。
　今回お預かりしたお子さんだけでなく、可能な範囲
で活動を続けていきたいと思っています。

今回利用しようと思ったのは？
―夫婦ともに仕事の休みが不定期なこともあり、で
きるだけ調整はしているのですが、急に仕事に
なった場合などは、今までは職場にお願いして休
んだりしていました。そんな時に、このサービスの
ことを聞いて利用しようと思いました。
利用してみていかがでしたか？
―最初は預かってもらっている間に、子どもが騒い
だりしないかと気になりました。しかし、事前に顔を
合わせていたので、子どもも警戒することなく利用
できました。
今後の利用についてはどうお考えですか？
―仕事の関係があるので、やはり必要なときは利
用したいと考えています。２回目に利用したとき
に前回お願いした人が都合で預かっていただけ
なかったので、別の方にお世話になりました。そ
のときも問題なく子どもも喜んでいたので良かっ
たです。

ファミリー・サポート・センター
アドバイザー

新 むつみさん
あたらし

岡本広由さん（下大久保）
　　佳子さん
　　唯可ちゃん

おか　もと　 ひろ    よし

ゆい   か

よし     こ

おねがい会
員

畠中千鳥さん
（下大久保）
　

はたけ  なか     ち     どり

あずかり会
員

おねがい 
会員 

あずかり 
会員 

ファミリー・サポート・センター （アドバイザー） 

④事前打ち合わせ 
（マッチング） 

⑤あずかりの依頼 

⑥あずかりの実施 

⑦料金（報酬）の支払い 

①
会
員
登
録

②
あ
ず
か
り
会
員
の

　

紹
介
依
頼

⑧
活
動
報
告
書
の

　

作
成
・
提
出

③
あ
ず
か
り
依
頼

　

の
打
診

①
会
員
登
録
・

　

講
習

　休日に仕事でお子さんをみられないときにこの事業を利用されたおね
がい会員の岡本さんと、あずかり会員として活動された畠中さん、センター
でアドバイザーとして活動される新さんに活動の様子をお聞きました。利用された方に聞きました利用された方に聞きました

インタビュー
ミミ

体体

サービスの活用例（表1）
サービス利用の流れ（表２）

【
連
絡
先
】

京
丹
波
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
８
６―

１
４
４
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【問い合わせ・申込先】企画政策課 広報広聴係　☎82－3801

ホームページ
有料広告を募集します

京丹波町では、自主財源を確保し、財政
の健全化につなげることを目的に、町ホー
ムページに掲載する有料広告（バナー広
告）を随時募集しています。ホームページを
お持ちの会社の皆さん、毎月約27，000件
のアクセスがある町ホームページ上で、あな
たの会社をPRしませんか。

行政 Information

あなたの会社をPRし
ませんか

D r ' s M e s s a g e

いきいき健康術 第66回

『
冬
場
の
入
浴
に
つ
い
て
』

『
冬
場
の
入
浴
に
つ
い
て
』

『
冬
場
の
入
浴
に
つ
い
て
』

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、町
立
病
院
・
診
療
所
の
医
師
や
専
門
職
員
が
皆
さ
ん
に
お
届
け
す
る
健
康
情
報
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

今
回
の
担
当
は
、和
知
診
療
所
の
看
護
主
任
小
川
和
代
さ
ん
。気
温
が
低
い
冬
場
に
一
日
の
疲
れ
を
癒
し
て
く
れ
る

入
浴
に
つ
い
て
の
お
話
で
す
。

和
知
診
療
所
で
は
、訪
問
診
察
を
水
曜
日
の
午
後
に

行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、訪
問
看
護
に
つ
き
ま
し
て
も
随

時
行
っ
て
い
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

☎
８
４
―
１
１
１
２

和
知
診
療
所
情
報

看護主任（副師長）  
   お  がわ

小川 
 かず   よ

和代 さん
（和知診療所）

浴
は
、血
液
の
循
環
を
良
く
し
て
体
の
調
子
を
整
え
る

効
果
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、冬
場
の
入
浴
は
、夏
場
に
比
べ
て
事
故
が
多
い
と
さ

れ
て
い
ま
す
。安
全
に
入
浴
で
き
る
よ
う
次
の
こ
と
に
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

1
温
度
差
に
注
意
す
る

血
圧
は
入
浴
時
、暖
か
い
居
間
か
ら
寒
い
脱
衣
場
や
浴
室
に
行

く
こ
と
に
よ
っ
て
上
が
り
、そ
の
後
お
湯
に
つ
か
る
事
で
下
が
り
ま

す
。こ
の
よ
う
な
急
な
血
圧
の
変
動
は
、心
臓
に
負
担
が
か
か
り
、

脳
出
血
や
立
ち
く
ら
み
が
起
こ
り
や
す
く
な
り
ま
す
。あ
ら
か
じ

め
脱
衣
場
を
ヒ
ー
タ
ー
で
暖
め
て
お
い
た
り
、浴
槽
の
ふ
た
を
開

け
て
お
い
た
り
、熱
い
お
湯
を
床
に
ま
い
た
り
す
る
こ
と
で
浴
室

を
暖
め
、温
度
差
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

2
お
湯
の
温
度
に
注
意
す
る

熱
い
お
湯
は
血
圧
が
高
く
な
る
た
め
、四
十
度
以
下
の
ぬ
る
め

が
い
い
で
し
ょ
う
。ぬ
る
め
の
シ
ャ
ワ
ー
な
ど
で
身
体
を
慣
ら
し
て

か
ら
浴
槽
に
入
り
ま
し
ょ
う
。肩
ま
で
つ
か
る
と
心
臓
や
肺
に
負

担
が
か
か
る
の
で
半
身
浴
が
お
勧
め
で
す
。浴
槽
か
ら
出
る
と
き

は
、ゆ
っ
く
り
と
立
ち
上
が
り
ま
し
ょ
う
。

3
水
分
補
給
を
行
い
ま
し
ょ
う

入
浴
中
は
、発
汗
し
体
の
水
分
が
失
わ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。入

浴
の
前
後
に
コ
ッ
プ
一
杯
の
水
分
を
摂
る
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

た
だ
し
、入
浴
前
の
飲
酒
は
避
け
て
く
だ
さ
い
。

4
ご
し
ご
し
と
洗
わ
な
い

冬
場
の
皮
膚
は
乾
燥
し
や
す
い
の
で
、石
け
ん
や
ボ
デ
ィ
ソ
ー

プ
を
使
っ
て
タ
オ
ル
で
ご
し
ご
し
身
体
を
洗
う
と
、か
え
っ
て
体
の

油
分
が
と
ら
れ
て
し
ま
い
、乾
燥
や
か
ゆ
み
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

優
し
く
洗
う
よ
う
に
し
、湯
上
が
り
は
し
っ
か
り
と
水
分
を
拭
き

取
り
、時
間
を
置
か
ず
に
保
湿
剤
を
塗
っ
て
身
体
に
潤
い
を
補
給

し
ま
し
ょ
う
。

快
適
な
入
浴
を
心
が
け
て
寒
い
冬
を
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。

入

 掲載場所
京丹波町ホームページトップページ下段

 バナー規格
・大きさ ： 縦45ピクセル×横140ピクセル
・画像形式 ： GIF形式（アニメーション不可）
・容　量 ： 6キロバイト以内

 掲載期間
平成25年4月1日～平成26年3月31日
＊1カ月単位で申し込みできます。
＊掲載希望月の前月10日までに申し込みください。

 掲載料
1枠 5，000円（月額）

 申込方法
広告掲載申請書に必要事項を記入の上、
広告原稿（GIFデータ）を添え、郵送または
持参してください。なお、申請書は、町ホー
ムページでダウンロードできるほか、本庁
および各支所の窓口に設置しています。
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■
消
防
出
初
式

一
月
十
三
日
、グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
み
ず

ほ
に
お
い
て
京
丹
波
町
消
防
出
初
式
が

開
催
さ
れ
、消
防
団
員
や
園
部
消
防
署

員
な
ど
約
六
百
十
人
が
出
動
し
、今
年

一
年
の
無
災
害
と
消
防
団
活
動
で
の
無

事
故
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

出
初
式
で
は
、て

ら 寺
　 

お 尾
　 

と
よ 豊
　 

じ 爾
町
長
の
式

辞
、来
賓
な
ど
に
よ
る
閲
団
が
行
わ
れ

た
後
、日
頃
の
消
防
団
活
動
に
功
績
の

あ
っ
た
団
員
に
対
し
表
彰
状
が
授
与
さ

れ
ま
し
た
。

町
消
防
団
の 

う
め 梅
　 

は
ら 原
　 

よ
し 好
　 

の
り 範
団
長
は「
近

年
、消
防
団
の
通
常
任
務
で
あ
る
火
災

の
対
応
だ
け
で
な
く
、多
様
化
す
る
自

然
災
害
な
ど
困
難
な
対
応
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。住
民
の
皆
さ
ん
の
期
待
に
応

え
る
た
め
に
、消
防
団
員
と
し
て
責
任

あ
る
行
動
を
し
て
く
だ
さ
い
」と
団
員
に

対
し
て
訓
示
を
述
べ
ま
し
た
。

ま
た
、今
回
の
出
初
式
で
は
、消
防
団

幹
部
を
除
く
団
員
が
活
動
服
の
上
に
法

被
を
着
用
。こ
れ
は
、緊
急
時
の
迅
速
な

出
動
と
安
全
に
活
動
す
る
た
め
に
本
年

度
配
備
さ
れ
た
も
の
で
、昨
年
十
二
月

十
八
日
に
寺
尾
町
長
か
ら
梅
原
団
長
に

対
し
貸
与
さ
れ
ま
し
た
。

出
初
式
で
の
表
彰
受
賞
者
は
次
の
皆

さ
ん
で
す
。（
敬
称
略
）

■
京
都
府
消
防
協
会
長
表
彰

功
績
章
／
隅
田
光
郎（
支
団
長
）

勤
功
章
／
西
村
正
義（
分
団
長
）

▼
堂
本 

学（
同
）

精
績
章
／
湊 

公
雄（
分
団
長
）

▼
湊 

博
之（
同
）▼
西
田
和
史（
同
）

▼
津
田
康
裕（
同
）▼
田
中
晋
雄（
同
）

精
勤
章
／
谷
垣
哲
也（
副
分
団
長
）

▼
森
本
和
広（
同
）▼
小
山 

潤（
同
）

▼
村
山
幸
則（
同
）▼
石
田
雄
二（
同
）

▼
川
合
芳
章（
同
）▼
山
下 

肇（
同
）

▼
今
西
和
寿（
同
）▼
岡
本
高
幸（
同
）

▼
正
田
智
久（
同
）▼
小
松
聖
人（
同
）

▼
岡
野 

誠（
同
）▼

山　

健（
同
）

■
京
丹
波
町
長
二
十
年
勤
続
表
彰

丹
波
支
団
／
▼
松
谷
洋
二
▼
山
本 

守

　

▼
荒
井
伸
治
▼
井
上
仁
悟
▼
新 

智
史

　

▼
古
林
達
也
▼
谷
口
文
啓
▼
木
戸 

孝

　

▼
岩
崎
篤
也

瑞
穂
支
団
／
▼
津
田
康
裕
▼
山
下 

肇

▼
松
村
英
樹
▼
吉
田
直
博
▼
貞
守 

順

▼
伴
田
兼
一
▼
谷
掛 
博
▼
野
村
良
夫

▼
稲
垣
勝
久　

和
知
支
団
／
▼
竹
内
知
広
▼
川
邉
智
行

▼
堀 

正
樹
▼
山
内
利
幸
▼
藤
本
竜
二

▼
金
子
美
晴
▼
木
下
信
幸
▼
村
上
康
司

▼
野
間
智
樹
▼

山
貴
之
▼
片
山
敏
宜

■
京
丹
波
町
長
表
彰

丹
波
支
団
／
▼
小
山 

潤
▼
石
田
雄
二

▼
宮
本
勝
彦
▼
樹
山
哲
也
▼
森 

邦
彦

▼
野
々
口
慶
司
▼
稲
葉
悟
▼
木
村
智
史

▼
原
澤
末
義
▼
德
島
康
善
▼
湊 

健

▼
堀
林 

宏
▼
松
村
淳
史
▼
篠
塚
孝
行

▼
山
根
寿
夫

瑞
穂
支
団
／
▼
正
田
智
久
▼
小
山
秀
司

▼
山
内
和
彦
▼
伴
田
勤
光
▼
畑
中 

潤

▼
上
田
博
明
▼
山
田
喜
彦
▼
上
原
義
也

▼
大
西
正
浩
▼
武
内
秀
樹
▼
上
林 

篤

和
知
支
団
／
▼

山
亮
▼
堀 

秀
樹

▼
寺
井 

渉
▼
片
山
雅
俊
▼
藤
井
和
也

▼
松
下
幸
広
▼
片
山
友
三
▼

山 

聡

■
京
丹
波
町
消
防
団
長
表
彰

丹
波
支
団
／
▼
谷
垣
哲
也
▼
安
田
一
彦

▼
谷
山
嘉
男
▼
谷
山
勝
彦
▼
大
門
宏
之

▼
中
川
和
也
▼
木
村
安
武
▼
久
保 

智

▼
髙
谷 

潔
▼
山
東
満
洋
▼
野
間
慎
吾

▼
梶
本
知
幸
▼
川
口 

哲
▼
谷
口
智
志

▼
山
崎
辰
己
▼
竹
上
浩
治
▼
小
森
景
介

▼
八
木
克
典

瑞
穂
支
団
／
▼
太
野 

勉
▼
中
西
和
昭

▼
小
山
滋
之
▼
谷
岡
英
樹
▼
稲
元
勝
彦

▼
西
田
大
樹
▼
荻
野
義
教
▼
北
村
辰
浩

和
知
支
団
／
▼
梅
原
丈
裕
▼
村
上
佑
介

▼
蒲
生
隆
二
▼
山
口 

均
▼
川
辺
大
樹

▼
向
仲
和
樹
▼
水
嶋 

賢

地
域
防
災
へ
心
ひ
と
つ
に

分列行進で入場する消防団員（グリーンランドみずほ・大朴）

貸与式で寺尾町長から目録を授与される梅原団長（町中央公民館・蒲生）

工
業
振
興
に
尽
力

商■
京
都
府
産
業
功
労
者
表
彰

京
都
府
内
に
お
い
て
産
業
の
発
展
に

大
き
く
貢
献
し
た
人
に
贈
ら
れ
る
京
都

府
産
業
功
労
者
表
彰
を
、町
内
で
初
め

て
ほ
り 堀

　  

よ
し 吉

自  

ひ
ろ 宏
さ
ん（
本
庄
）が
受
け
ら
れ
ま

し
た
。

今
回
の
表
彰
は
、堀
さ
ん
が
石
油
販

売
業
を
営
む
傍
ら
、旧
和
知
町
商
工
会

の
理
事
や
商
工
会
長
と
し
て
、会
の
運

営
や
町
内
の
商
工
業
の
振
興
、平
成
二

十
年
四
月
の
京
丹
波
町
商
工
会
発
足

に
向
け
た
調
整
に
尽
力
さ
れ
た
こ
と
を

評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

表
彰
を
受
け
ら
れ
た
堀
さ
ん
は「
自

分
の
仕
事
も
商
工
会
の
役
員
と
し
て
の

仕
事
も
、周
り
の
人
と
お
互
い
に
助
け

合
っ
て
き
た
こ
と
で
や
っ
て
こ
れ
ま
し

た
」と
相
互
扶
助
の
気
持
ち
を
大
事
に

し
て
き
た
こ
と
を
話
し
、「
商
工
業
だ
け

で
な
く
、農
業
や
林
業
な
ど
、町
内
の
産

業
が
連
携
す
る
こ
と
で
、観
光
面
な
ど

で
町
の
活
性
化
に
つ
な
が
っ
て
い
く
の
で

は
」と
、今
後
の
産
業
振
興
へ
の
思
い
を

語
っ
て
い
ま
し
た
。

■
き
ら
り
フ
ォ
ー
ラ
ム

一
月
十
九
日
、町
中
央
公
民
館
で
男

女
共
同
参
画
に
つ
い
て
考
え
る
き
ら
り

フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開
催
さ
れ
、約
九
十
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
取
り
組
み
は
、今
年
度「
ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス（
仕
事
と
生
活
の

調
和
）」を
テ
ー
マ
に
活
動
す
る
京
丹
波

町
き
ら
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の（ 

か
た 片

　   

や
ま 山

自  

か 加
自  

よ 代
自

 

こ 子
会
長
）と
町
が
主
催
し
た
も
の
で
、同

志
社
高
等
学
校
の
英
語
科
講
師
バ
ー
グ

ラ
ン
ド

か
お
る 

薫
さ
ん
が
講
師
と
し
て「
と
も

に
働
き 

と
も
に
育
て 

と
も
に
学
ぶ
」と

題
し
て
講
演
し
ま
し
た
。

バ
ー
グ
ラ
ン
ド
薫
さ
ん
は
、テ
レ
ビ
や

ラ
ジ
オ
な
ど
で
活
躍
す
る
夫
の
ジ
ェ
フ
・

バ
ー
グ
ラ
ン
ド
さ
ん
と
、助
け
合
い
な
が

ら
夫
婦
で
協
力
し
て
子
育
て
に
取
り
組

ん
だ
こ
と
を
話
し
、笑
い
を
誘
う
よ
う

な
話
を
交
え
る
な
ど
、会
場
を
和
ま
せ

て
い
ま
し
た
。

ま
た
、自
宅
の
近
く
を
流
れ
る
鴨
川

に
飛
来
す
る
ユ
リ
カ
モ
メ
が
、グ
ル
ー
プ

の
リ
ー
ダ
ー
を
中
心
に
お
互
い
に
助
け

合
い
な
が
ら
生
活
し
て
い
る
こ
と
を
例

え
に「
他
の
人
を
排
除
し
な
い
生
活
、支

え
あ
っ
て
い
く
生
活
を
送
る
こ
と
が
大

事
で
す
」と
、参
加
者
に
語
り
か
け
て
い

ま
し
た
。

今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、中
国
の
伝

統
的
な
楽
器
で
あ
る
揚
琴
と
オ
カ
リ
ナ

の
奏
者
と
し
て
活
躍
さ
れ
る 

と
も 友

　  

え
だ 枝

自  

り
ょ
う 良

自  

へ
い 平

さ
ん（
質
美
）の
演
奏
も
行
わ
れ
、参
加

者
は
、繊
細
で
優
し
い
音
色
に
聞
き
入
っ

て
い
ま
し
た
。

共
に
支
え
あ
う
社
会
に

F L A S H KYOTAMBA TOWN NEWS 2013
京丹波のまちのニュースをお届けします

産業功労者表彰を受けられた堀さん（本庄）　

義援金などの受付状況
東日本大震災への支援と

して取り組んでいる「義援金」
と、友好町・福島県双葉町へ
の「復興支援募金」の受付状
況をお知らせします。

  受付金額
義援金 8,991,110円

復興支援募金 5,219,237円

＊平成25年1月31日現在

わたしたちの町

2月1日現在／（　）は前月比

人　 口
16，219（－35）

男
7，654（－20）

女
8，565（－15）
世帯数

6，451（－13）

 

人
の
動
き  

（
敬
称
略
）

■
人
権
擁
護
委
員（
任
期
三
年
）

　
【
再
任
】山
内
津
八
子（
粟
野
）

■
ご
寄
附

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
に
よ
り
、東
年

昭
さ
ん
か
ら「
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く

り
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
」と
、五
万
円

の
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

あ
き

ひ
が
し
と
し

よ
う 

き
ん

子育てを通した男女共同参画について話すバーグランド薫さん
（町中央公民館・蒲生）
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1月13日に行われた成人式。今年度20歳になられた皆さ
ん、おめでとうございます。編集子が成人となったのはもう十
数年前。時間が過ぎるのはあっという間です。あの頃「これか
ら何がしたい」「こういう大人になりたい」と考えていたことも
あったかもしれませんが、日々の仕事に追われてすっかり過
去の思いになってしまいました。晴れ着に身を包んだ新成人
を見て、忘れかけた記憶を思い返した１日でした。（Ｔ）

【おわびと訂正】広報京丹波第87号の8ページ、質美小学校
の閉校時期「平成22年3月」は「平成23年3月」、15ページの
公平委員会委員の任期「3年」は「4年」の誤りでしたので訂
正いたします。また、同紙において「本年」「昨年」などの表
現に、一部誤りがありました。お詫びいたします。

編
集
後
記

京丹波町のシンボル

【町の木】
イチョウ

【町の花】
つつじ

【町の鳥】
うぐいす
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京丹波のまちのニュースをお届けします

人
の
一
歩
を
踏
み
出
す

大■
成
人
式

今
年
度
二
十
歳
と
な
っ
た
新
成
人
百

八
十
九
人
を
祝
う
京
丹
波
町
成
人
式

が
一
月
十
三
日
、和
知
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

色
鮮
や
か
な
振
り
袖
な
ど
に
身
を

包
ん
で
会
場
に
集
っ
た
新
成
人
ら
は
、

久
し
ぶ
り
に
出
会
う
人
を
見
つ
け
て
は
、

満
面
の
笑
み
を
浮
か
べ
て
再
会
を
喜
び
、

記
念
写
真
を
撮
影
す
る
な
ど
し
て
い
ま

し
た
。

式
で
は
、新
成
人
を
代
表
し
て 

い
で 出

　   

の 野
自

 

た 太
自  

い
ち 一

自

自  

ろ
う 郎
さ
ん
が「
選
挙
権
、飲
酒
、喫
煙

な
ど
の
権
利
が
与
え
ら
れ
る
と
と
も
に
、

一
人
前
の
大
人
と
し
て
、自
分
の
行
動

に
責
任
を
持
つ
こ
と
も
求
め
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。自
分
を
見
失
わ
ず
に

若
者
ら
し
く
一
日
一
日
を
大
切
に
し

な
が
ら
社
会
に
貢
献
で
き
る
よ
う
努
力

し
て
い
き
ま
す
」と
誓
い
の
言
葉
を
述
べ

ま
し
た
。

ま
た
、記
念
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、

同
じ
く
二
十
歳
を
迎
え
た 

ば
ん 伴

　   

だ 田
　

り
ゅ
う龍

　  

の 之
　  

す
け 介

さ
ん（
大
朴
）も
加
わ
る
瑞
穂
鼓
太
鼓

の
演
奏
が
行
わ
れ
、会
場
内
の
新
成
人

の
心
に
太
鼓
の
音
色
を
響
か
せ
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、会
場
内
で
は
選
挙
へ
の
関

心
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
、町
選
挙
管

理
委
員
会（
大
西
新
一
委
員
長
）と
町

明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会（ 

た
か 髙

　  

は
し 橋

自  

よ
し 由

自  

ま
さ政

会
長
）が
、京
丹
波
町
の
四
季
を
候
補
者

に
見
立
て
た
模
擬
選
挙
を
開
催
。選
挙
を

初
め
て
体
験
す
る
人
も
あ
り
、戸
惑
い
な

が
ら
投
票
し
て
い
ま
し
た
。

力強い太鼓を響かす伴田さん（左）

久しぶりに会った同級生と学校ごとに記念撮影

新成人が色とりどりの晴れ着で出席

模擬投票で一票を投じる新成人
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心
を
新
た
に

二
十
歳
の
誓
い

「
成
人
式
」

お
お 

に
し  

し
ん 

い
ち
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